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主論文 

Associations of childhood experiences with event-related potentials in adults with autism spectrum 

disorder 

 

成人期自閉スペクトラム症における逆境的小児期体験の事象関連電位への影響 

 

 Kosuke Okazaki, Toyosaku Ota, Manabu Makinodan, Naoko Kishimoto, Kazuhiko 

Yamamuro, Rio Ishida, Masato Takahashi, Yuka Yasuda, Ryota Hashimoto, Junzo 

Iida, Toshifumi Kishimoto 

Scientific Reports. 2020 Aug 10; 10 (1): 13447. 



論文審査の要旨 

 

本研究では、小児期の逆境的体験が脳機能におよぼす影響を成人期自閉性スペクトラ

ム症（ASD）患者と健常者において、臨床症状と事象関連電位の成分である P300、

mismatch negativity （MMN）を指標として検討した。本研究の結果より、ASD 群におい

て P300 の潜時の延長とおよび MMN の振幅の低下を認め、脳の情報処理機能低下が示

唆された。CAST（Child Abuse and Trauma Scale 日本語版）での逆境的小児期体験の重症

度の評価では性的虐待の重症度と P300 の振幅に関連が認められた。不適切な養育環境、

虐待といった環境要因が、小児期に限らず成人期まで影響を与えていることを明らかに

した。 

公聴会では、特定の虐待（性的虐待）が脳機能に影響を与える理由についての質問に

は、これまでの知見を踏まえて、研究結果を丁寧に説明しながら的確に回答できた。ま

た、事象関連電位の臨床研究における有用性や展望、P300 の再現性や信頼性についての

質問には、特に精神科領域での臨床応用の可能性について言及し、検査上の limitation に

ついて明確に回答された。 

以上より、主論文の内容と公聴会での質疑、および参考論文と合わせて、審査委員す

べてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学行動神経科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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